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基本目標11
未来を創り出すこどもたちが
夢と希望をもって健やかに育つまち

基本目標22
文化を伝え育み
誰もが笑顔でいきいき暮らすまち

基本目標33
豊かな環境と産業の活力で
持続的に発展するまち

基本目標44
安全・安心で活気と
やすらぎのある快適なまち

心
や
す
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ぎ
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来
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1 施策の体系
第5章　施策

将 来 像将 来 像
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１-１	 こどもの権利が守られ、こどもたちが自分らしく育つ環境づくり

１-２	 こども・子育て家庭を地域や社会全体で支える環境づくり

１-３	 豊かな人間性と確かな学力を身に付け、グローバル社会を創造的に生きるこどもの育成

１-４	 一人ひとりが自分らしく学べ、個性と能力を伸ばす教育環境の整備

施

策

２-１	 高齢者一人ひとりが充実した暮らしを送るための環境の整備

２-２	 本人の意思に寄り添う権利擁護の推進

２-３	 障がいの有無等にかかわらず、安心して暮らせる支援の充実

２-４	 人や地域とのつながりでお互いに支えあう体制づくり

２-５	 人々の相互理解と交流の促進

２-６	 地域全体での健康づくりの推進と地域医療の充実

２-７	 スポーツの楽しさが広がる環境の整備

２-８	 心ときめく豊かな地域をつくる　文化資源の創造と継承

２-９	 生涯にわたる学びの支援

施

策

３-１	 脱炭素化の推進と豊かな自然の継承

３-２	 持続可能な循環型社会の構築

３-３	 区内企業の自己変革の促進

３-４	 ものづくりの次世代への承継と立地支援

３-５	 新たな挑戦への支援と企業同士の交流・連携機会の創出

３-６	 活気あふれる商店街づくりと魅力ある観光資源の創出・発信

施

策

４-１	 災害に強く回復しやすい減災都市の実現

４-２	 地域力を活かした防災対策の推進

４-３	 治安がよい美しいまちの実現

４-４	 地域の魅力を活かした拠点づくり

４-５	 誰もが移動しやすく利便性の高い多様な交通ネットワークの形成

４-６	 誰もが快適に暮らし過ごせる都市基盤と住環境の整備

４-７	 世界と日本をつなぐ空港臨海部のまちづくり

４-８	 多彩で魅力ある公園・緑地づくり

４-９	 水とみどりのネットワークでやすらげる環境づくり

施

策
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2各施策
「施策」の見方

基本目標
基本構想で掲げた将来像を実現するための
まちの姿として定めたものです。
施策
基本目標を実現するために、具体的にどのよ
うな取組を行うかを示しています。

めざす姿
第１期基本計画の目標年次である令和14年
度（2032年度）に実現したい状態を示して
います。

現状と課題
これまでの大田区の取組や社会情勢の変化、
法制度の変更など、施策を取り巻く現状に
ついて整理しています。
現状を踏まえ、計画の目標年次を見据えた
課題についてまとめています。

施策の方向性
めざす姿を実現するための具体的な内容
を、施策の方向性として定めています。
また、各施策の方向性に関連するＳＤＧｓ
ゴールを示しています。
※ＳＤＧｓマークの説明は、資料編に記載しています。

指標
現状からめざす姿にどの程度近づいた
かを測るモノサシで、それぞれの施策
を推進するための目安になるものです。

現状値、目標値
現状値は、原則令和７年１月時点までに取得できた
数値とし、取得年度を併せて記載しています。
目標値は、原則中間（令和10年度）と最終（令和14
年度）の２つを定めており、目標年次を併せて記載
しています。また、指標の取得方法等により目標値
が設定できない場合は「ー」と記載しています。

関連する個別計画
施策の推進に関連する主な区の個別計画等を
記載しています。
また、略称がある個別計画は【 】で示してい
ます。

用語解説
アスタリスク（＊）付きの用語については、
巻末に用語解説をまとめています。見開き
ページごとに、該当のページ番号を記載して
います。

052 053施策大田区基本計画



2各施策
「施策」の見方

基本目標
基本構想で掲げた将来像を実現するための
まちの姿として定めたものです。
施策
基本目標を実現するために、具体的にどのよ
うな取組を行うかを示しています。

めざす姿
第１期基本計画の目標年次である令和14年
度（2032年度）に実現したい状態を示して
います。

現状と課題
これまでの大田区の取組や社会情勢の変化、
法制度の変更など、施策を取り巻く現状に
ついて整理しています。
現状を踏まえ、計画の目標年次を見据えた
課題についてまとめています。

施策の方向性
めざす姿を実現するための具体的な内容
を、施策の方向性として定めています。
また、各施策の方向性に関連するＳＤＧｓ
ゴールを示しています。
※ＳＤＧｓマークの説明は、資料編に記載しています。

指標
現状からめざす姿にどの程度近づいた
かを測るモノサシで、それぞれの施策
を推進するための目安になるものです。

現状値、目標値
現状値は、原則令和７年１月時点までに取得できた
数値とし、取得年度を併せて記載しています。
目標値は、原則中間（令和10年度）と最終（令和14
年度）の２つを定めており、目標年次を併せて記載
しています。また、指標の取得方法等により目標値
が設定できない場合は「ー」と記載しています。

関連する個別計画
施策の推進に関連する主な区の個別計画等を
記載しています。
また、略称がある個別計画は【 】で示してい
ます。

用語解説
アスタリスク（＊）付きの用語については、
巻末に用語解説をまとめています。見開き
ページごとに、該当のページ番号を記載して
います。
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基本目標

1

施策１-１

施策１-２

こどもの権利が守られ、こどもたちが自分らしく育つ環境づくり

こども・子育て家庭を地域や社会全体で支える環境づくり

未来を創り出すこどもたちが
夢と希望をもって健やかに育つまち

施策１-３

施策１-４

豊かな人間性と確かな学力を身に付け、
グローバル社会を創造的に生きるこどもの育成

一人ひとりが自分らしく学べ、個性と能力を伸ばす教育環境の整備

054 055施策大田区基本計画
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こどもたちが、よりよい未来を創り出す力をもち、

笑顔で元気に育つことが、大田区の明るい未来へとつながります。

また、こどもたちが豊かな愛情に包まれ、自分らしく成長することにより、

まちは思いやりと活気に満ちあふれます。

明るく活力のある社会を築くためにも、

こどもたちが夢と希望をもって健やかに育つまちをめざします。

054 055施策大田区基本計画



相談できるところを
知っているこどもの割合

自分らしく過ごせたり、
居心地がよいと感じる
居場所があるこどもの割合

居場所を複数箇所
選択したこどもの割合

将来の夢や目標を
もっているこどもの割合

こどもの権利について本人及び社会の理解が深まるとともに、こどもが
利用しやすい相談窓口が広く認知されています。また、児童虐待*に関す
る関係機関の緊密な連携による一体的な児童相談体制が整備され、こ
どもの安全・安心が確保されています。
　　　
こども・若者が自宅・学校以外にも安全・安心に過ごせる多様な居場所
が整備され、様々な体験や交流、相談等が行えるほか、年齢を問わず相
互に人格と個性を尊重しながら自分らしく過ごすことができています。
　　　
こどもたちは、その生まれ育った環境によって左右されることなく一人ひ
とりが夢や希望をもち、未来を切り拓く力を身に付けることができてい
ます。

未来を創り出すこどもたちが夢と希望をもって健やかに育つまち
基本目標

令和５年度

注：現状値の取得方法は
資料編「指標一覧」参照

令和６年度

令和10年度

令和10年度

令和10年度

令和10年度

令和14年度

令和14年度

令和14年度

令和14年度

なし

なし

【参考値】
小学生 74.0%
中学生 78.6%

高校生世代 82.9%

小6 80.7%

中3 66.1%

85%

現状値
把握次第設定

現状値
把握次第設定

現状値
把握次第設定

現状値
把握次第設定

全国平均以上 全国平均
+1ポイント以上

100%

めざす姿

施　策

1

2

3

1

1-1
こどもの権利*が守られ、
こどもたちが自分らしく育つ
環境づくり

指　　標 現状値 中間目標値 目標値

056 057施策大田区基本計画
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居場所の数
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自
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感

10.3
27.2 30.6 38.3

50.2
63.0

72.0

　 核家族化*の進行や地域のつながりの希薄
化等により、妊娠・出産・育児に関する不安を
感じる方が一定数います。児童虐待の相談件
数は増加傾向にあり、ここ数年は年間1,000件
以上で高止まりしています。これらの現状を踏
まえ、子ども家庭支援センターが児童相談所*
をはじめとする関係機関等との連携を更に深
め、児童虐待の予防の強化に努める必要があ
ります。

　 子ども家庭支援センターにこども自身から
相談を寄せられることは少ないものの、こども
の置かれている状況は、保護者の困りごとや養
育上の悩みの相談、関係機関からの連絡・相談
によって把握しています。こどもの人権・権利に
ついての理解や意識の向上を図るとともに、相
談先の周知等、こども自身が悩みや困りごとを
相談しやすい環境を整える必要があります。

●こどもの権利…P213　●児童虐待…P215　●核家族化…P211　
●児童相談所…P215　●地域コミュニティ…P218　●自己肯定感…P214

用語解説

資料：所管課実績を基に作成

資料：令和４年版 子供・若者白書（内閣府）を基に作成

資料：大田区子ども・子育て支援計画改訂に向けた
アンケート調査報告書（令和６年５月）を基に作成

こどもの権利*が守られ、
こどもたちが自分らしく育つ
環境づくり
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528 578
776

952 1,007
1,065

997
1,068 1,064

1,163

知っている
74%

知らない
25%

無回答
1%

現状と課題

1
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基
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を
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す
こ
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
健
や
か
に
育
つ
ま
ち　 少子化や地域のつながりの希薄化等によ

り、こども・若者が地域コミュニティ*の中で育
つことが困難になっています。また、一人ひと
りが望む居場所は価値観とともに多様化して
おり、取り巻く課題も複雑かつ複合化していま
す。こども・若者にとっての居場所の多さと自己

認識の前向きさはおおむね相関関係にあるこ
とから、取り巻く環境や多様化するニーズを的
確に捉えながら、自宅・学校以外にも育ちにつ
ながる安全・安心な居場所づくりが求められて
います。

児童虐待相談件数

居場所の数と自己肯定感*の関係（全国）

「子ども家庭支援センター」等いずれかの
相談する所を知っていると回答した小学生の割合

056 057施策大田区基本計画



（%）

全体（n=4,095）

生活困難層（n=418）

非生活困難層（n=2,851）

0 10

いつでも気軽に頼んだり、相談できる人がいる いざというときは頼んだり、相談できる人がいる 顔をあわせれば雑談などをする人がいる

挨拶する程度の付きあいの人がいる 顔は知っているが話したことがない ほとんど顔も知らない

その他 無回答

20 30 40 50 60 70 80 90 100

16.6

8.1

18.7 26.1 22.1 25.3 3.82.1
1.9

21.5 17.0 32.5 6.7 6.2 7.7

24.9 21.4 26.3 5.22.82.7
0.1

0.1

0.2

（%）

全体（n=4,095）

生活困難層（n=418）

非生活困難層（n=2,851）

0 10

中学まで 高校まで

まだわからない 無回答

短大・高専・専門学校 大学またはそれ以上

20 30 40 50 60 70 80 90 100

7.5

11.5

6.5 80.7 9.6
0.8

12.0 51.0 23.7

74.8 12.73.6
1.2

1.7

0.1

0.2

0.1 2.2

現状と課題

4

5

6

　 小学校第５学年のひとり親の保護者への近
所付きあいに関するアンケートについて「相談
できる人がいる」と回答した割合が全体では
41.5％に対し、生活困難層は29.6％と、相対的
に近所付きあいが希薄な傾向にあります。その

　 離婚後における養育費の受取状況につい
て、ひとり親家庭の内、約７割が養育費を受け
取れておらず、そのうち、７割近くが養育費に
関する取決めを行っていませんでした（大田区
令和２年度ひとり親家庭の生活実態に関する

　 小学校第５学年の保護者に、こどもにどの
段階まで教育を受けさせたいかを尋ねたアン
ケートでは、「大学またはそれ以上」と回答し
た割合は、全 体で74 . 8% 、生 活困 難 層では
51.0％となり、こどもの進学に対する期待に

ため支援を要するこどもやひとり親の保護者が
やすらげる居場所づくりや、身近な人に相談で
きる包括的な支援体制の整備が求められてい
ます。

調査）。養育費受給の有無は、こどもの健やか
な成長に格差が生じる要因となります。離婚前
後における生活や養育費に関する相談体制、
養育費の受給確保を支援し、こどもが健やか
に成長するための取組が求められています。

差が見られます。家庭における経済的な理由
がこどもの進学・就学の妨げとならないよう、
すべてのこどもの教育機会均等を図る取組が
求められています。

施策1-1　 こどもの権利が守られ、こどもたちが自分らしく育つ環境づくり

資料：大田区令和２年度ひとり親家庭の生活実態に関する調査を基に作成

資料：大田区令和２年度ひとり親家庭の生活実態に関する調査を基に作成

保護者の近所付きあい

こどもへの進学期待

058 059施策大田区基本計画



 
 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

　こども・若者の最善の利益*を第一に考えながら、ともに社会をつくるパートナーとして、その年齢
や発達の程度に応じて、意見を表明する機会や多様な社会的活動に参画する機会を確保し、こども
施策*に反映させる取組を推進します。

　すべてのこども・若者が、身近に安全・安心に過ごす
ことができ、気軽に相談できる多くの居場所を持ち、
様々な学びや体験活動、交流等に接することができる
機会を通じて自己肯定感*等を高め、健やかな子育ち*
に資することができるよう、多様な居場所づくりを推進
します。

　ひとり親家庭等を対象に相談事業などを継続的に実施し、生活の安定を図れるよう支援を行いま
す。また、育つ環境や世帯の所得に関わりなく、学びの意欲を将来の夢につなげられるよう、進学及び
就学支援の充実を図ります。

　こどもたちの生きる権利や育つ権利等を守り、支える拠点としての「（仮称）大田区子ども家庭総合
支援センター」を整備します。児童相談所*機能と、区のこども家庭支援機能を一体的に配置するメリッ
トを活かし、こども・子育て家庭に寄り添う力の向上を図りながら虐待の予防から専門支援までを一貫
して提供することで、更に区の児童相談支援体制を強化します。
　あわせて、こどもの権利*について広く普及啓発を図ります。

①大田区子ども・若者計画 ②大田区子どもの貧困対策に関する計画【おおた 子どもの生活応援プラン】 
③第５期大田区次世代育成支援行動計画、第３期大田区子ども・子育て支援事業計画【大田区こども
未来計画】 ④第４期大田区教育振興基本計画【おおた教育ビジョン】

施策の方向性

関連する個別計画

1

3

4

2

こども・若者の意見を
尊重する取組の推進

こども・若者が安全・安心に過ごせる
多様な居場所づくり

「貧困の連鎖を断ち切る」
相談支援体制の充実

こどもの命と安全を守る
児童相談支援体制の構築

基
本
目
標 

1

未
来
を
創
り
出
す
こ
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
健
や
か
に
育
つ
ま
ち

●こども・若者の最善の利益…P214　●こども施策…P213　●児童相談所…P215　
●こどもの権利…P213　●自己肯定感…P214　●子育ち…P213

用語解説
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子育てに関して
孤独や孤立を感じている
区民の割合

妊娠・出産・子育てについ
て相談できる人がいる、
又は、相談先を知っている
区民の割合

子育てに悩んだり困った
りした 時 に 相 談 で きる
人、又は、相 談できる場
所がある区民の割合

住 んで いる地 域 がこど
も・子育て家庭をあたた
かく見守っていると感じ
る区民の割合

地域に見守られて
こどもが成長していると
感じる保護者の割合

妊娠期から切れ目なくサポートが受けられるようになり、すべての子育て
家庭が孤独や孤立を感じることなく安心してこどもを産み、喜びややり
がいを感じて子育てをしています。
　　　
地域住民、地域団体、学校などが相互の連携・協働 *によってこどもたち
と子育て家庭をあたたかく見守り、地域社会全体で子育ち*・子育てを支
えています。

未来を創り出すこどもたちが夢と希望をもって健やかに育つまち
基本目標

令和５年度

令和４年度

令和６年度

令和10年度

令和10年度

令和10年度

令和10年度

令和10年度

令和14年度

令和14年度

令和14年度

令和14年度

令和14年度

なし

なし

22%

54%

85%

【参考値】

23.9%

【参考値】

78.4%

51.1%

現状値
把握次第設定

現状値
把握次第設定

現状値
把握次第設定

現状値
把握次第設定

20%

56%

95%

めざす姿

施　策

1

2

1

1-2
こども・子育て家庭を地域や
社会全体で支える環境づくり

指　　標 現状値 中間目標値 目標値

注：現状値の取得方法は
資料編「指標一覧」参照

注：現状値の取得方法は
資料編「指標一覧」参照
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　 大田区においても出生数は減少 傾向にあ
り、令 和４年に5,0 0 0人を下回りました。ま
た、大田区の合計特殊出生率*は、令和元年の
1.10から令和５年は0.96になり、少子化が更
に進行しています。大田区の合計特殊出生率
は、全国の平均値よりも低く、東京都全体及び
特別区の平均と比べてもやや低い水準であり、
安心して出産できる環境づくりを推進する必要
があります。

　 乳幼児健康診査を実施し、必要な医療等へ
つないでいます。健診未受診のこどもについて
は、関係機関と協力し、状況把握に努めていま
す。各乳幼児健康診査の受診率を更に高めて、
すべての乳幼児の発達状況を把握し、必要な
医療等へ早期につなぐほか、きめ細やかに支
援できる体制づくりが必要です。

●協働…P211　●子育ち…P213　●合計特殊出生率…P213用語解説

資料：人口動態統計（東京都保健医療局）を基に作成

資料：母子保健事業報告年報を基に作成

資料：所管課実績を基に作成

現状と課題

1

3

2

基
本
目
標 

1

未
来
を
創
り
出
す
こ
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
健
や
か
に
育
つ
ま
ち

　 親族などのサポートが希薄であったり、精
神疾患等の既往歴があったりなど支援を要す
る妊婦が増えています。また、産後も身近な子
育ての相談相手や支援者が少なく、育児不安
が強い方が増えています。妊婦の状況を把握

し、子育てが困難にならないよう予防的に支援
する体制が必要です。さらに、出産後に安定し
た育児を行うため、定期的に母子の心身の状
況を確認し、必要な支援を継続的に実施する
必要があります。

4　 妊娠・出産・子育てに係る多くの情報を区
ホームページや子育てハンドブックに掲載して
いるほか、子育て応援メールで胎児やこどもの
年齢に合わせた情報を定期的に配信していま
す。今後更に発信方法や内容を整理し、すべて
の家庭が状況に応じた子育て支援情報を得ら
れる環境づくりが必要です。

出生数と合計特殊出生率年次推移

乳幼児健康診査受診率

子育て応援メール配信者数

8,000

6,000

4,000

2,000

0

1.2

0.9

0.6

0.3

0

（人） （%）

（年）令和元 2 3 4 5

出生数 合計特殊出生率（右軸）

5,327

1.10 1.13 1.09
1.04 0.96

5,456 5,152 4,900 4,548

110

100

90

80

70

（%）

（年度）令和元 2 3 4 5

4か月児健診 1歳6か月児健診 3歳児健診

90.6
91.6

93.3

86.7

100.2

96.9
91.7

97.2

103.9

93.9

97.5

97.6

94.2

97.9

97.1

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（人）

（年度）令和元 2 3 4 5

産前 産後

651
3,364

697

5,397

617

7,038

437

8,683

564

12,164

060 061施策大田区基本計画



　 保育所の整備によって量の拡大が進んだ一
方、障がいなど特別な支援が必要な児童の増
加などに対応することが求められています。保
育の質の向上への取組に加えて、障がいなど
がある児童に対する支援を強化するなど、すべ
てのこどもに対する支援体制の整備が急務と
なっています。

現状と課題

5

6

8

9

10

7

　 出産後も就業を継続している女性が増えて
います。男性の育児休業取得率は上昇している
ものの、家事や育児の負担は女性側が高い傾向
です。両親ともに仕事と家庭を両立しながら協
力して子育てできるように、父親の主体的な子
育てを更に推進するための支援が必要です。

　 核家族化*の進行や地域のつながりの希薄化
等により、児童虐待*の一つの要因となる孤独・
孤立を感じながら子育てを行っている家庭が一

　 こども・若者を取り巻く環境には、健やかな
成長を阻むような有害な情報などがあふれてお
り、実際にトラブルに巻き込まれてしまう危険性
があります。人格形成の途上にあるこどもたち
が犯罪等により被害を受けた場合、その後の健
やかな成長に与える影響は大きく、心身の不調
等の精神的被害や経済的被害、インターネット

　 新型コロナウイルス感染症流行の影響等によ
り、生活におけるデジタル化の推進が加速する一
方で、こどもたちが社会性や協調性を育むことの
できる地域活動への参加や多世代交流、こども
たちが主体的に関わることのできる活動の場や

　 地域のつながりや支えあいの希薄化等によ
る地域社会の教育力の低下や、家庭教育が困
難な現状が指摘されています。また、急激な社
会の変化に伴い、こどもたちや学校が抱える課
題は、ますます複雑化・困難化しています。そ

定数存在しています。育児不安の解消や地域で
子育てをサポートしやすい環境づくりなど、孤
独・孤立を防止する対策の強化が必要です。

等を通じた誹謗中傷を含め、二次的被害に苦し
むこともあります。こどもたちが犯罪等に巻き込
まれないよう、地域における見守り活動や環境
浄化運動等に取り組むとともに、こどもの心の
ケアにおいては、その悩みや不安を受け止めて
相談にあたることや、関係機関が連携して必要
な支援を行っていくことが求められています。

機会が減少しています。地域で活動する団体のス
キルアップを図るとともに、地域での体験を通じ
成長したこどもたちが次の活動の担い手となるな
ど、こども・若者を主体とした地域活動が継続し
て循環していく仕組みが必要とされています。

のような状況の中、学校・家庭・地域が総がか
りでこどもたちを取り巻く課題への対応や学び
の充実に取り組み、こどもたちを育てていくこ
とが求められています。

施策1-2　 こども・子育て家庭を地域や社会全体で支える環境づくり

資料：所管課実績を基に作成

資料：所管課実績を基に作成

出産準備教室参加者数（延）

特別な支援を要する児童の受入れ数

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（人）

（年度）令和元 2 3 4 5

3,949

1,159
2,286

3,177
4,216

400

300
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100

0

（人）

（年度）令和元平成29 230 3 4 5

区立保育園 私立保育園
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　妊娠・出産・子育てに関する不安や負担を軽減し、子育てに伴う喜びを実感できるよう、保健と福祉
の両面から親子に寄り添い、妊娠期から段階に応じた相談支援や子育てサービスを切れ目なく提供し
ます。
　また、身近な場所で相談を受けられる体制を整備するとともに、こどもや子育て家庭に必要な情報
が必要な時期に届けられるよう、ＩＣＴ*を活用した発信を強化します。

　積極的に子育てをする男性の割合を高め、家事・育児を男女の区別なく同様に行う意識の醸成に向
けた取組を推進します。
　また、乳幼児期から学童期における多様な保育の場を確保し、必要な時期から保育を受けられる環
境の充実を図ることで、仕事と子育てを両立しやすい環境を整備します。

　こども・若者の健やかな成長を地域で支えるため、こどもの健全育成に寄与する活動や地域コミュニ
ティ*の核としての学校づくり、子育て家庭を支援する新たな担い手の発掘・養成等を進め、地域社会
全体でこどもや子育て家庭を支援します。
　また、こども・若者にとって安全・安心な地域環境の整備を進めます。

　乳幼児の疾病や障がい等を早期に発見し、適切な治療や療育へつなぐため、出産後から就学前まで
切れ目のない健康診査を実施します。また、円滑な支援や就学につなぐため、健康診査事業を更に充実
させ、関係機関と連携して支援します。

①大田区子ども・若者計画 ②大田区子どもの貧困対策に関する計画【おおた 子どもの生活応援プラン】 
③おおた健康プラン（第三次） ④第５期大田区次世代育成支援行動計画、第３期大田区子ども・子育
て支援事業計画【大田区こども未来計画】 ⑤第４期大田区教育振興基本計画【おおた教育ビジョン】

施策の方向性

関連する個別計画

1

3

4

2

妊娠期から切れ目なく子育て家庭を支える支援の充実

仕事と子育ての調和がとれた暮らしの実現

こども・若者の健やかな成長と
子育てを支える地域づくり

こどもの健やかな成長を支える保健体制の充実

基
本
目
標 

1

未
来
を
創
り
出
す
こ
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
健
や
か
に
育
つ
ま
ち

●核家族化…P211　●児童虐待…P215　●ＩＣＴ…P223　●地域コミュニティ…P218用語解説
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５年生まで（１、２年生のと
き）に受けた授業では、課
題の解決に向けて、自分
で考え、自分から取り組
んだ児童・生徒の割合

地域や社会をよくするため
に何かしてみたいと思う
児童・生徒の割合

自分とはちがう文化や考え
を持つ外国の人などと積
極的に英語でコミュニケー
ションをとって話しあいた
いと思う児童・生徒の割合

こどもたちが社会の様々な課題について主体的に考え、周りの人々と協
働する学習*を通して、課題を発見・解決する力や新たな価値を創造する
力が育まれています。また、情報社会に主体的に参画し、情報技術を適
切かつ効果的に活用していく力が育まれています。
　　　
英語での実践的なコミュニケーション能力、我が国や郷土の伝統・文化
を尊重する心、異なる文化や価値観を理解しともに生きる態度などを備
えた、世界とつながる国際都市おおた*を担う人財が育っています。
　　　
主体的な学習 *や話しあいによりお互いの考えを深める協働的な学習を
通して、こどもたちはウェルビーイング*を実感しながら自分らしく成長し
ています。

未来を創り出すこどもたちが夢と希望をもって健やかに育つまち
基本目標

令和10年度 令和14年度
なし 現状値

把握次第設定
現状値

把握次第設定

めざす姿

施　策

1

2

3

1

1-3
豊かな人間性と確かな学力を
身に付け、グローバル社会を
創造的に生きるこどもの育成

令和６年度

令和６年度

令和10年度

令和10年度

令和14年度

令和14年度

小6 79.3%

中3 81.4%

小6 78.1%

中3 73.9%

全国平均以上

全国平均以上

全国平均
+1.5ポイント以上

全国平均
+2ポイント以上

指　　標 現状値 中間目標値 目標値
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35

（%）

（年度）平成30 令和元 2 3 4 ５

38.5

46.4

52.1

57.6

41.6 41.8

全国学力・学習状況
調査における
国語の平均正答率

●協働的な学習（協働する学習）…P212　●国際都市おおた…P213　
●主体的な学習…P216　●ウェルビーイング…P210　●ＩＣＴ…P223

全国学力・学習状況
調査における算数・
数学の平均正答率

学級の児童（生徒）との間で
話しあう活動を通じて、自分
の考えを深めたり、新たな考
え方に気付いたりすることが
できている児童・生徒の割合

自分には、よいところが
あると思う児童・生徒の
割合

用語解説

令和10年度 令和14年度

東京都平均以上 東京都平均
+1ポイント以上

豊かな人間性と確かな学力を
身に付け、グローバル社会を
創造的に生きるこどもの育成

現状と課題

1

2

基
本
目
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1

未
来
を
創
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出
す
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も
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が
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や
か
に
育
つ
ま
ち

　 総合的な学習の時間など、様々な学習の機
会を捉えて地域・社会で活躍する人と関わり、
地域課題について学び、考える授業を展開して
います。予測困難な未来社会を生きるこどもた

　 児童・生徒に１人１台のタブレット端末が配
備され、ＩＣＴ*を活用した授業が定着していま
す。情報技術が社会の中で果たす役割が増して

ちが、よりよい社会を築いていくためには、課
題を発見・解決する力や新たな価値を創造する
力の育成が求められています。

いく中、情報社会に主体的に参画していくため
の情報活用能力の育成が求められています。

資料：大田区教育委員会調査を基に作成

令和６年度

令和６年度

令和６年度

令和６年度

令和10年度

令和10年度

令和10年度

令和14年度

令和14年度

令和14年度

小6 83.0%

中3 84.6%

小6 83.4%

中3 83.8%

小6 71%

中3 59%

小6 68%

中3 54%

全国平均以上

全国平均以上

東京都平均以上

全国平均
+1ポイント以上

全国平均
+2ポイント以上

東京都平均
+1ポイント以上

「コンピュータやインターネットなどを活用して、情報を収集して自分の考えをまとめたり、
発表したりすることができる」と答えた児童の割合（小学校第 6 学年）
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現状と課題

4

5

6　 教師の長時間勤務が社会問題化する中、
「大田区立学校における働き方改革推進プラ
ン」を策定し、学校における働き方改革の取組
を推進しています。しかし、１か月の時間外在
校等時間が45時間を超える教職員の割合は
依然として32％にのぼります。教師が心身の
健康を損なうことなく働けるよう、勤務環境を
整える必要があります。

施策1-3　 豊かな人間性と確かな学力を身に付け、グローバル社会を創造的に生きるこどもの育成

資料：大田区教育委員会資料を基に作成

　 英語教育では、外国語教育指導員*の活用
等により、英語に慣れ親しみながら会話をする
機会を増やし、「聞く」「話す」「読む」「書く」
の英語４技能を総合的に向上させています。グ
ローバル化が進展した社会において活躍する
ためには、英語での実践的なコミュニケーショ
ン能力を育成するとともに、異文化に対する理
解を深め、豊かな国際感覚を醸成することが
求められています。 資料：大田区教育委員会調査を基に作成

3 英語検定３級以上を取得している
生徒の割合（中学校第３学年）

１か月の時間外在校等時間が45時間を超える
教職員の割合

　 学校では、豊かな心や確かな学力、健やかな
体の調和のとれたこどもを育てるため、豊かな
情操 *や道徳心の涵養、基礎学力の定着、体力
向上や食育*の推進などに取り組んでいます。今
後の学校教育では、主体的な学習 *や話しあい
によりお互いの考えを深める協働的な学習*を通
して、学びの質を高めていくことが求められてい
ます。また、こどもたちが幸福感や自己肯定感 *
など自分自身のウェルビーイング*を実感しなが
ら、社会の形成者として地域や社会全体の幸福
を追求する心を育む学びが求められています。

　 教師は、ＩＣＴ*環境の効果的な活用やグ
ローバル化への対応、特別支援教育の充実、い
じめや不登校等の生活指導上の課題への対応
など、時代とともに変化する教育ニーズにも応
えながら指導を行っています。教育は人なりと
言われるように、こどもたちの成長には教師の

役割が大変重要です。教師は、学校教育を取り
巻く環境の変化に対応し、新しい知識・技能を
学び続けるとともに、こどもたち一人ひとりの
可能性を最大限に引き出していけるよう、教師
力を向上させていくことが求められています。
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協働的な学習



 
 

 

 

 
 

 

  

　社会の様々な課題を自分ごととして捉え、主体的に考え、他者と協働*し、課題解決していく意欲や、予
測困難な未来社会を切り拓いていくために重要な創造力や課題解決力、情報活用能力を育成します。

　こどもたちのウェルビーイングを高めながら、確かな学力や意欲を持って自ら学ぼうとする資質・能
力を育てます。
　また、読書習慣の定着や道徳教育、命の教育などにより豊かな情操や道徳心を培い、自立した人間と
してよりよく生きるための豊かな心を育みます。さらに、運動習慣の確立や食育の推進などにより生涯
にわたって健康の維持増進を図る態度を育みます。

　英語での実践的なコミュニケーション能力を着実
に高めるとともに、我が国や郷土の伝統や文化に触
れ、尊重する心や、異なる文化や価値観を持つ相手
と積極的にコミュニケーションをとりながら、相手の
考え方を理解し、互いに認めあった上で合意形成を
図ったり、協力していく態度を育成します。
　また、国際社会・地域社会に関心を持ち、持続可
能な社会を形成していく態度を育成します。

①第４期大田区教育振興基本計画【おおた教育ビジョン】

施策の方向性

関連する個別計画

1

3

4

2

予測困難な未来社会を
創造的に生きる力の育成

確かな学力・豊かな心・
健やかな体の育成

こどもたちの可能性を引き出す
学校力・教師力の向上

世界とつながる国際都市
おおた*を担う人財の育成

基
本
目
標 

1

未
来
を
創
り
出
す
こ
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
健
や
か
に
育
つ
ま
ち

●外国語教育指導員…P211　●情操…P216　●食育…P216　●主体的な学習…P216　
●協働的な学習（協働する学習）…P212　●自己肯定感…P214　●ウェルビーイング…P210　
●ＩＣＴ…P223　●協働…P211　●国際都市おおた…P213

用語解説

　こどもたちの未来を創り出す力を育成するため、こどもたち一人ひとりの最適な学びを実現する授業改
善を推進します。また、学校における働き方改革を推進し、教師がこどもたちに向きあう時間を確保する
とともに、研修の充実等により教師が備えるべき資質・能力を高め、教師の指導力を一層向上させます。
　さらに、質の高い教育の実現や複雑化・困難化する教育課題に対応するため、地域と連携しながら
学校の組織的な運営力を向上させます。

066 067施策大田区基本計画

国際交流活動



障がいのある人もない人
も誰もが平等に学べる
ようになっていると思う
児童・生徒の割合

困りごとや不安がある時
に、先生や学校にいる大
人にいつでも相談できる
児童・生徒の割合

築年数が80年を超えな
い学校が整備されている
割合（躯

く た い
体の健全性調査結

果を踏まえ、80年を超えて
使用する学校を除く）

いじめ、不登校などの様々な困難や悩みのあるこどもや、障がいの有無
にかかわらず多様な個性と能力のあるこどもの状況に合わせて切れ目な
く対応、支援する教育環境が整えられています。また、こどもが問題や悩
みを相談しやすい環境が整備され、すべてのこどもが自分らしくいきい
きと成長しています。
　　　
安全・安心で快適に過ごせる魅力ある学校施設のもと、多様な学習活動
に対応した柔軟で創造的な学習空間が整備され、すべてのこどもの可能
性が最大限に引き出されています。

未来を創り出すこどもたちが夢と希望をもって健やかに育つまち
基本目標

令和10年度 令和14年度
なし 現状値

把握次第設定
現状値

把握次第設定

めざす姿

施　策

1

2

1

1-4
一人ひとりが自分らしく学べ、
個性と能力を伸ばす
教育環境の整備

令和６年度 令和10年度 令和14年度
小6 64.4%

中3 66.4%
全国平均以上 全国平均

+2.5ポイント以上

令和５年度 令和10年度 令和14年度

100%100% 100%

指　　標 現状値 中間目標値 目標値

068 069施策大田区基本計画
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　 大田区いじめ防止対策推進条例により、い
じめの未然防止や早期発見・早期対応の取組
を総合的かつ効果的に推進しています。また、
増加 傾向にある不登校の未然防止や早期支
援を行っています。引き続きいじめ対策を徹底
し、すべてのこどもが安心して学校生活を送れ
るようにする必要があります。また、不登校の
こどもに対しては、安心して過ごせる居場所づ
くりや学習機会の確保が求められます。

資料：大田区教育委員会資料を基に作成

一人ひとりが自分らしく学べ、
個性と能力を伸ばす
教育環境の整備

現状と課題

2

1

基
本
目
標 

1

未
来
を
創
り
出
す
こ
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
健
や
か
に
育
つ
ま
ち

　 学校は、障がいのあるこども一人ひとりの
教育的ニーズを把握し、それに対応した適切な
指導や支援を行う特別支援学級や特別支援教
室（サポートルーム）等を設置し、個々に応じ
たきめ細かな指導を行っています。すべての教

職員が障がいや特別支援教育に係る理解を深
めるとともに、一人ひとりの教育的ニーズに応
じた多様な学びの場を整備していくことが求め
られています。

資料：大田区教育委員会資料を基に作成

小中学校における不登校の出現率

特別支援学級・特別支援教室（サポートルーム）　児童・生徒数

【小学校】

【中学校】
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1.83 1.98
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10年未満
7.9%

50年以上
45.2%

10年以上20年未満
3.7%

20年以上30年未満
7.2%

40年以上50年未満
25.8%

30年以上40年未満
10.2%

区立小中学校
総延床面積
約60万m²

どちらかと言えば
分かりにくい
4.2%

分かりにくい
1.5%

分かりやすい
61.3%

どちらかと言えば
分かりやすい
33.0%

どちらかと言えば
分かりにくい
5.4%

分かりにくい
1.8%

分かりやすい
52.3%

どちらかと言えば
分かりやすい
40.5%

現状と課題

3

4

　 学校施設については、施設数や整備状況、
建物の健全度などを踏まえた計画的な老朽化
対策を進めています。今後大量に見込まれる
学校施設の改築等の需要に対応し、工期短縮

　 児童・生徒や教師へのタブレット端末の配
備や各教室への電子黒板の配備など、様々な
学習の場面においてＩＣＴ*を活用できる環境
が整備されています。児童・生徒の可能性を引

などを図りながら改築等をペースアップしてい
く必要があります。また、災害時の避難所機能
や環境に配慮した学校づくりが求められます。

き出す学びの充実に向け、ＩＣＴ環境はもとよ
り、多様な学びの姿に対応した学習環境の整
備が求められています。

施策1-4　 一人ひとりが自分らしく学べ、個性と能力を伸ばす教育環境の整備

資料：大田区教育委員会資料を基に作成

資料：新おおた教育ビジョン策定に向けた児童・生徒及び保護者アンケート（令和４年度）を基に作成

区立小中学校の築年別延床面積の割合（令和５年度末時点）

「タブレットや電子黒板などを使った授業は、分かりやすいですか」に対する児童・生徒の回答

【小学校第６学年児童】 【中学校第３学年生徒】

070 071施策大田区基本計画



 
 

 
 

　いじめ対応や不登校のこどもへの支援を徹底する
とともに、障がいのあるこどもの将来の自立と社会参
加をめざした特別支援教育を充実させるなど、こども
一人ひとりの状況に合わせて切れ目なく対応、支援す
る教育環境を整えます。
　また、多様化するこどもの問題や悩みに対する相
談機能を充実させ、こどもがより相談しやすい環境を
つくります。

　学校施設について、時代の変化に対応した教育環
境の向上と老朽化対策の一体的な整備を推進すると
ともに、防災機能の強化と環境負荷低減を図ります。
　また、ＩＣＴ環境はもとより、多様な学びの姿に対
応した学習環境を充実させるとともに、こどもの安
全・安心を向上させるための教育を推進します。

①第４期大田区教育振興基本計画【おおた教育ビジョン】

施策の方向性

関連する個別計画

1

2

自分らしくいきいきと
生きるための学びの支援

柔軟で創造的な学習空間と
安全・安心な教育環境づくり

基
本
目
標 

1

未
来
を
創
り
出
す
こ
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
健
や
か
に
育
つ
ま
ち

●ＩＣＴ…P223用語解説

070 071施策大田区基本計画

みらい学園中等部（学びの多様化学校）授業風景

メディアセンター＜読書・学習・情報活用（ＩＣＴを含む）
の機能を併せ持つ特別教室＞（イメージ図）
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